
フィリピン／マニラ／オルティガス

三菱商事が現地大手アヤラと開発する

　「三菱商事」は、東南アジア諸国の中でもトップクラスの経済成長を遂げているフィリピンで、大手財
閥であるアヤラグループの「アルベオ社」と共同で、マニラ首都圏でも有数のビジネスエリアである
オルティガス地区（アジア開発銀行本店などが所在）にて、大規模分譲マンションを開発します。

　アルベオ社の現地での豊富な実績をベースに、三菱商事が日本の不動産開発事業で培った経験を活かす
ことで分譲マンションの更なる質の向上を図り、日本の高い技術水準や商品企画力を、積極的に導入する
ことで商品の差別化や高付加価値化を図ります。



ロケーション
マニラ都市圏のビジネス街である、マカティ、ボニファシオ、ケソンシティの内側に位置する。

ポイント１

隣地にも「巨大開発」で相乗効果

The Royalton at Gapitol 

PORTICO総合開発



緑の多い中庭、開放的な大きな窓、多くのアメニティが、都心にありながら、風通しの良い空間を創造する。

高層住宅棟の間に、低層のタウンハウスおよびアメニティ施設を配置することにより、空間を広げ、
圧迫感なく、開放的な雰囲気となるよう設計

開放的な空間ポイント２

商業店舗エリア

2019年初旬完成予

(SANDSTONE)

低層複合用途ビル

商業店舗エリア

2017年完成
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TOWER 2
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TOWER 4

SANDSTONE

第1期 工事



効率的な間取りと、窓の面積を増やし、より多くの採光と通風を実現した居住空間。

考え抜かれた間取りポイント３

ガラス面率 34％



２ベッドルーム 80～109㎡

３ベッドルーム １０４㎡ ４ベッドルーム157～209㎡

１ベッドルーム ５６㎡

１　ベッドルーム 約５６㎡ 7,300,000ペソ 　（約1,670万円）

２　ベッドルーム 約８５㎡ 11,900,000ペソ　（約2,720万円）

３　ベッドルーム 約１０４㎡ 15,200,000ペソ　（約3,480万円）

４　ベッドルーム 約１５７㎡ 23,000,000ペソ　（約5,250万円）

コートヤード・ビラ 約２１２㎡ 29,300,000ペソ　（約6,700万円）

価格例
独立したワンルームとなる

ペントハウス（最上階） 約１４５㎡ 20,500,000ペソ　（約4,700万円）



職人技が自慢の魅力的なショップ、屋外レストランとオフィススペースが上手く融合した商業エリア

ライフスタイルと商業エリアのマッチングポイント４

商業エリアのショップ（イメージ写真）(２０１７年完成予定）




